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1. 概要

本プログラムはIEEE1394に接続されたDVカメラからDV圧縮ストリームを入力し、独自のアルゴリズムによって圧縮率をリアルタイムで変更しTCP/IP(IPv6およびIPv4)による通信を行い、他のPCに表示することができます。相互に利用することによりビデオカンファレンスを行うことができます。

DV圧縮の綺麗な原画像を利用しつつ、マクロブロックの近似評価や、フレームレートの変更などの機能を実装し、フルレートのDVを利用できない比較的低い帯域でも利用可能にしています。

マクロブロックの近似評価とは、マクロブロックと呼ばれる8画素×8画素DCTブロックを複数集めたスーパーブロックという単位毎に対して、これの周波数成分の近似を評価することです。人物の背景など比較的変化のない画像に関しては通信にのせないことにより、必要帯域を低減します。

2. 動作環境

　本プログラムが動作する環境は以下の通りです。
2.1. PC

CPU

双方向・30フレーム/秒・高画質の場合
Pentium-4 1.8GHz以上
双方向・15フレーム/秒・標準画質の場合
Pentium-3 1GHz以上
片方向・15フレーム/秒・標準画質の場合
Pentium-3 800MHz以上

OS

Windows2000/WindowsXP
（IPv6モジュール導入済みのこと※）

DirectX7.0以降をインストールのこと

インターフェース
IEEE1394(iLink)インターフェース必須

2.2. カメラ

IEEE1394(iLink)付きDVビデオカメラ
（ソニー製・キヤノン製でテスト済み）

※IPv4のみでの通信でも、IPv6モジュールが導入されている必要があります。

3. プログラム構成

本プログラムは３つのActiveXファイルから構成されます。

3.1. dvsend.ax

DVストリームをマクロブロックの近似評価によるフレーム差分とフレーム間引きによって圧縮を行い、IPv6対応のRTPで通信を行います。dvconf.ocxが使用します。

3.2. dvrecv.ax

dvsend.axから送信された圧縮データを受信して復号後DirectShowで再生します。

dvconf.ocxが使用します。

3.3. dvconf.ocx

接続・切断、ユーザーインターフェース、DirectShow表示を管理します。IEなどブラウザやocxが利用可能なアプリケーションから使用できます。

3.4. 構成図


4. パッケージの内容
本パッケージの内容は以下の用になります。

· dvconf.html
本プログラムを起動する為のHTMLファイル。
· COMディレクトリ
dvconf.ocx、dvrecv.ax、dvsend.ax及び設定ファイルを格納

· DOCディレクトリ
本ドキュメントを格納

4.1. dvconf.html

dvconf.ocxを<OBJECT>タグで張り付けたものです。ActiveXなのでInternetExporerで表示する必要があります。

4.2. COMディレクトリ

· dvconv.ocx
dvconf.ocx本体です。regsvr32で登録する必要があります。登録処理をregist.batでも行えます。

· dvconf.ini
GUI設定ファイルです。

· dvsend.ini
送信のパケットサイズの設定ファイルです。

· dvrecv.ax
dvrecv.ax本体です。regsvr32で登録する必要があります。登録処理をregist.batでも行えます。

· dvsend.ax
dvsendax本体です。regsvr32で登録する必要があります。登録処理をregist.batでも行えます。

· regist.bat
regsvr32により３つのCOMを登録するプログラムです。

· unregist.bat
regsvr32により3つのCOMの登録を解除するプログラムです。

4.3. DOCディレクトリ
本ドキュメントが格納されています。
5. 利用方法とInternetExplorerから使用する場合のHTML構文

dvsend.ax、dvrecv.ax、dvconf.ocxをregsvr32.exeで登録しIEなどから本プログラムを利用します。regist.batを利用するとまとめて登録できます。

3つのCOMの登録解除にはunregist.batを実行します。

dvconf.ocxと同じディレクトリにユーザーインターフェース用定義ファイル等を保存しておきます。

6. ユーザーインターフェースについて

ユーザーインターフェースは定義ファイルにより自由に変更できるようになっていますが、本パッケージには以下のインターフェースが入っています。
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各要素の説明です。

・接続・切断
これをクリックすると接続先IPを指定するダイアログが開き、相手先IPを指定することで、接続されます。(※1)

・相手先画像
相手側の画像が表示されます。画面をダブルクリックすると前画面表示されます。戻るときはESCキーを押します。

・自分画像
自PCに接続しているDV画像が表示されます。

・接続先
送信接続先と受信接続元のIPが表示されます(※2)。

・接続プロトコル
IPv6 / IPv4 の区別を表示します。

・総受信パケット
受信パケットの総数と欠落したパケット数を表示します。

・スキップフレーム
表示しようとして、欠落パケットにより表示できなかったフレーム数を表示します。

・受信ビットレート
現在の通信ビットレートを表示します。

・最大ビットレート
いままで通信できた最大の通信ビットレートを表示します。

・要求フレームレート
相手先へ / 相手先から　の要求フレームレートを表示します。

・受信音声音量
受信の音声を調整します。

・送信音声ミュート
一時的に音声を送信しない時に押下します。

・フレームレート
送信フレームレートを変更します。

(※1)
このボタンは、画像送信のON/OFFのボタンですが、DV入力がない画像受信だけのPCの場合、このボタンは受信キャンセルのボタンとして動作します。
受信側からこのボタンを押すことで送信側の送信までキャンセルされます。


(※2)
送信・接続先 / 受信・接続元で表示します。
受信側はIPをDNSから逆引きして表示しますので、もし逆引きできた場合はホスト名を表示します。

例）
AとBのマシンがあって、各々のIPをIP(A)、IP(B)とし、各マシンの表示を A[--/--]、B[--/--]とします。

A → Bで接続したときは
A[ IP(B) / -- ]   B[ -- / IP(A) ]
となります。
その後 B --> A の接続もつないだ場合
A[ IP(B) / IP(B) ]   B[ IP(A) / IP(A) ]
となります。

また、現在は
A → B
B → C
C → A
とトライアングルでの接続も可能なので、この場合は
A[ IP(B) / IP(C) ]   B[ IP(C) / IP(A) ]   C[ IP(A) / IP(B) ]
という表示になります。

7. 使用するソケットポート番号について

以下のPORT番号を使用しています。

7.1. ビデオカンファレンスの接続・切断管理と各種情報の通信

IPv6 ------- 2400

IPv4 ------- 2401

7.2. RTPデータの送受信

IPv6 ------- 12400

IPv4 ------- 12401
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